
令和５年度 第２学始業式 校長式辞 

令和５年９月１日 

 みなさん、おはようございます。長いようで短い夏休みが終わり、今日から２学期が始まりま

す。この夏休み、どのように過ごしましたか。普段できないことに時間が使えたでしょうか。夏

休み中に校舎内の清掃をしてくれた生徒、校舎東側の花壇に水をあげてくれた生徒、ありがとう

ございました。 

 ２学期の開始にあたって、今日は２つ話をします。一つ目は「○○な秋」という話です。皆さ

んは「○○な秋」というと何を思い浮かべますか。よく言われるのが、「食欲の秋」、「スポーツの

秋」、「読書の秋」、「芸術の秋」、そして「勉強の秋」。 

 「○○な秋」と言われる由来は、秋は夏の暑さもひと段落し、何をするにししても、人が集中

するのに最適な季節ということから来ています。皆さんそれぞれが「○○な秋」という目標を立

てて２学期を送ってください。 

 学校としては、「学習習慣を定着させる秋」にしたいと考えています。「個別最適な学び」の環

境は整っています。スタディサプリを積極的に活用、そして取り組んでください。 

 ２つ目の話に入ります。今日９月１日が「防災の日」と定められた理由は知っているとは思い

ますが、確認をしておきます。避難訓練の講評でも話しましたが、今年は関東大震災から１００

年という節目の年になりますので、関東大震災に触れておきます。 

 関東大震災は１９２３年９月１日午前１１時５８分に発生しました。マグニチュード7.9の

大地震で、東京や横浜など広い範囲に被害をもたらしました。 

 当時の東京市は人口が２００万人以上あり、建物が密集していたため、被害が大きかったで

す。多くの家屋が倒壊し、お昼時ということもあり、火災も発生しました。地震によって発生し

た液状化現象によって、都内の道路や建物が沈下しました。 

 死者、行方不明、約１０万５千人と言われています。多くの人が家を失い、避難所で暮らすこ

とを余儀なくされました。 

 また、この時、朝鮮人が暴動を起こしたというデマが流され、多数の朝鮮人が虐殺されまし

た。埼玉県では１６６名の朝鮮人が被害に遭ったそうです。 

 大地震は防ぎようがありませんが、被害を最小限に食い止めることはできます。それを、一人

一人が考えようというのが「防災の日」です。防災グッズのチェック、最新の防災情報のチェッ

ク、災害時の連絡手段の確認を行うなどして防災への意識を高めてください。 



 最後になりますが、２学期は４か月という長丁場です。３年生は進路を決める大事な学期で

す。２年生は修学旅行が終わったら、進路希望実現に向けてスタートする学期です。１年生は学

校生活に慣れて、中だるみをする学期です。今一度、緊張感をもって、勉強、進路、部活動に取

り組んでください。 

 どの学年にとっても、今後の学校生活を占う大切な学期です。２学期を乗り切れば、三北生と

しての自覚と誇りが深まります。２学期のみなさんの活躍を期待しています。以上です。 


